






82)0 1号周構墓は木棺下部に沿って配石し､鉄刀1が副葬され､遺体上半部に朱の散布がみら

れる｡供献土器から1･2号とも庄内式併行期と推定されている (図1-1)0

川床遺跡は円形 ･方形周構墓23(円形が主)と172基におよぶ木棺墓 ･土墳墓が調査されてい

る (有田86)｡川床の周構墓は一辺が20m前後の円形のもの (3基)､15m前後の円形のもの (7

基)､10m以下の円形 ･方形 ･不整形のもの (13基)と規模のうえで多少の格差がみられる｡大

型周溝墓は一定間隔をもって分布し､′J､型周溝墓は重複するほど密集するところもある｡膨大な

数の土墳墓は周構墓を取り巻くように築造されている｡周溝墓の埋葬施設は1例を除いて1基の

単独葬､土境内に据付型の箱形木棺を埋置したものが多い｡土墳墓は2段墓境の木蓋構造や､木

棺を埋置したものがある｡周構墓の14基､土墳墓の74基に副葬品がみられる｡すべて鉄器で､短

剣 ･刀子 ･鈍､刀子 ･鉄鉱などの小型晶が多いが､大型円形周溝墓には素環頭大刀や鉄剣などが

ともなう｡周溝から出土した供献土器から､後期後葉から布留式古段階まで継続したらしい (図

1-2)0

生目古墳群では高塚墳集中域から離れて､円形周溝墓群と土墳墓群が地点を違えて分布する｡

副葬品､供献土器が皆無に近いため詳細不明だが､前方後円墳成立期前後の築造と想定される(中

山 ･久富編 96)0

西都原284号墳 (旧無号B号)は､直径約10m､高さ1mあまりの低い墳丘を呈する｡大正5

年の調査で墳丘内から弥生終末期の土器 (口縁部に波状文がある二重口縁壷が主)が出土したが､

埋葬施設は不明であったという (演田 ･梅原31)｡ 土器構成の特異性から､石川悦夫は終末期墳

丘墓の可能性を指摘している (宮崎県総合博物館編88)｡墳丘墓と断定できる積極的な根拠はな

いが､土器の器種構成や立地からもその可能性がたかい｡ しかし規模は小さく､周溝墓ないし台

状墓の範ちゅうで理解できるものであろう｡

また､これまで定型化以前の前方後円墳かとみられてきた国富町下屋敷 1号境は､供献土器が

布留 1式期併行段階まで下る可能性があるので取り上げない (松永01)｡不定形の円墳とみるべ

きであろう｡

以上のように､宮崎平野部では弥生後期後葉から布留式古段階にかけての群集墓内に､円形な

いし方形周溝墓が出現し盟主的な位置をしめるが､とても吉備や讃岐地方にみられるような明確

な首長墓制を確立したとは言い難い｡ただし未発見の資料も予想されるので今後の調査に期待し

たい｡

(2)前方後円墳の出現と展開
あおき

南九州の古墳出現期は不明な部分が多い｡02年に木柳が確誰された穂 1号墳はまだ築造年代

が不確定で､櫛の詳細や副葬品なども不明である｡ここでは､既知の古墳資料をもとに前方後円

墳の出現期とその後の築造過程を検討する｡まず代表的な3つの古墳群を取り上げよう｡

【西都原古墳群】(宮崎県西都市)

一一ツ瀬川右岸に位置し､標高60mの段丘面から沖積微高地にいたる東西2.6km､南北4.2knの範

囲に330基を上回る数の高塚墳が分布する｡前方後円墳31基のうち､大正年間に6基､保存整備

関係 3基の計9基が発振調査されている｡

詳細は略すが､前期～中期初頭までの西都原古墳群は､7つの首長墳系譜が併存する複数系列

型の構成である｡最小 1基 (G群)､最大6基 (A ･B群)が築造され､墳長50-80m程度のも
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